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築
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【
社
会
に
貢
献
す
る
神
戸
大
学
】

丹
波
の
地
域
医
療
を
支
え
る
柏か
い

原ば
ら

病
院
の
再
生
大
西
祥
男
・
兵
庫
県
立
柏
原
病
院
院
長
に
聞
く

兵
庫
県
寄
附
講
座「
プ
ラ
イ
マ
リ・ケ
ア
医
学
分
野
」が
達
成
し
た
も
の

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
レ
ポ
ー
ト
】
留
学
生
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ト
ラ
ス
」

と
神戸大学のメタモルフォーゼを伝えるメディア

橋
本
正
良
特
命
教
授
・
見
坂
恒
明
特
命
助
教
・

石
田
岳
史
元
特
命
准
教
授
に
聞
く
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丹波の地域医療を支える柏
かい

原
ばら

病院の再生

兵
庫
県
立
柏
原
病
院
院
長

大
西
祥
男
（
お
お
に
し
・
よ
し
お
）

１
９
５
６
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
医
学
博
士
。
１
９
８
３
年
、
神
戸

大
学
医
学
部
卒
業
。
１
９
９
０
年
、
神
戸
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

博
士
課
程
修
了
。
三
菱
神
戸
病
院
を
皮
切
り
に
循
環
器
内
科
専
門
医

と
し
て
勤
務
。
１
９
９
３
年
１
月
～
１
９
９
４
年
９
月
、
米
国
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
循
環
器
科
留
学
。
２
０
０
１
年
４
月
～
２
０
０
９
年
３

月
、
神
鋼
加
古
川
病
院
で
、
内
科
・
循
環
器
科
部
長
、
診
療
部
長
、

副
院
長
を
勤
め
た
あ
と
、
２
０
０
９
年
４
月
よ
り
、
兵
庫
県
立
柏
原

病
院
院
長
、
今
日
に
至
る
。
日
本
内
科
学
会
内
科
認
定
医
、
指
導
医
、

総
合
内
科
専
門
医
。
日
本
循
環
器
学
会　

循
環
器
専
門
医
。
神
戸
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
客
員
教
授
を
兼
務
。

コ
ア
と
な
る
内
科
の
再
構
築
か
ら
、

地
域
の
医
療
ニー
ズ
に
応
え
る
診
療
機
能
の
拡
充
へ
！

２
０
０
０
年
代
初
頭
に
始
ま
っ
た
「
医
療
制
度
改
革
」
は
、
制
度
疲
労
を
深
め
て
い
た
地
域
医
療
に

存
廃
の
危
機
を
も
た
ら
す
引
き
金
と
な
っ
た
。
兵
庫
県
の
丹
波
地
域
で
も
、
地
域
医
療
の
中
核
を

担
っ
て
い
た
兵
庫
県
立
柏か
い

原ば
ら

病
院
が
医
師
不
足
を
き
た
し
て
機
能
不
全
に
陥
り
、
地
域
医
療
の
崩

壊
の
危
機
に
直
面
し
た
。２
０
０
９
年
に
な
っ
て
動
き
出
し
た
柏
原
病
院
の
再
生
へ
の
取
り
組
み
は
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
再
生
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
各
方
面
か
ら
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

◉
医
師
不
足
が
も
た
ら
し
た

　

地
域
医
療
の
崩
壊

　

Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
か
ら
福
知
山
線
を
北
に
向
か
い
、
工

場
や
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
都
市
部
を
抜
け
る
と
宝
塚
駅

に
到
着
す
る
。
そ
こ
か
ら
車
窓
の
景
色
は
一
変
す
る
。

列
車
は
渓
谷
を
渡
り
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
や
が
て
山

あ
い
に
水
田
が
広
が
る
農
村
の
風
景
に
包
ま
れ
る
。

兵
庫
県
立
柏
原
病
院
が
位
置
す
る
丹
波
市
柏
原
町
は
、

尼
崎
駅
か
ら
特
急
で
わ
ず
か
一
時
間
余
り
。
典
型
的

な
中
山
間
地
域
の
町
だ
。

　

こ
の
地
で
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
地
域

医
療
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
県
立
柏
原
病
院
は
、

２
０
０
４
年
に
始
ま
っ
た
新
し
い
臨
床
研
修
制
度
が

引
き
金
と
な
っ
て
、
わ
ず
か
３
年
の
間
に
常
勤
医
師

が
激
減
し
、
地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
。
２
０
０
４
年
に
は
３
０
３
床
の
一
般

病
床
を
持
ち
、
産
婦
人
科
や
小
児
科
を
含
む
12
の
診

療
科
に
43
名
の
常
勤
医
師
を
有
し
て
い
た
病
院
も
、

４
年
後
の
２
０
０
８
年
に
は
常
勤
医
が
半
分
以
下
の

20
名
に
ま
で
減
少
し
、
欠
員
補
充
も
ま
ま
な
ら
な
い

ま
ま
、
救
急
や
外
来
の
制
限
、
病
床
の
削
減
、
一
部

診
療
科
の
廃
止
な
ど
、
機
能
の
大
幅
な
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。

　

地
域
中
核
病
院
の
機
能
マ
ヒ
は
、
地
域
医
療
の
崩

壊
を
も
た
ら
す
。
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
重
症
救
急

患
者
は
遠
方
の
病
院
へ
と
搬
送
さ
れ
、
開
業
医
も
重

篤
な
患
者
を
遠
方
の
病
院
に
紹
介
す
る
し
か
な
い
。

　

丹
波
市
（
旧
氷
上
郡
６
町
）
と
篠
山
市
（
旧
多
紀

郡
４
町
）
の
２
市
で
構
成
さ
れ
る
丹
波
医
療
圏
の
２

次
・
３
次
医
療
を
受
け
持
つ
中
核
病
院
の
機
能
マ
ヒ

は
、丹
波
の
地
域
医
療
シ
ス
テ
ム
を
文
字
ど
お
り
「
崩

壊
」
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

◉
病
院
再
生
へ
の
取
り
組
み

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
兵
庫
県
は
、
２
０
０
８
年

「
県
立
柏
原
病
院
再
生
対
策
本
部
」
を
設
置
し
病
院
再

生
に
乗
り
出
し
た
。医
師
確
保
の
第
一
歩
と
し
て
、「
循

環
型
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、兵
庫
県・丹
波
市・

神
戸
大
学
の
三
者
協
定
と
し
て
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ

は
、
神
戸
大
学
が
20
名
の
医
師
を
確
保
し
て
、
４
年

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
の
う
ち
、
１
年
間
を
柏
原
病

院
、
３
年
間
を
神
戸
大
学
附
属
病
院
で
勤
務
さ
せ
る

と
い
う
も
の
で
、
毎
年
５
名
の
医
師
を
柏
原
病
院
に

派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
だ
。

　

同
時
に
、
柏
原
病
院
再
生
を
現
地
で
指
揮
す
る
新

院
長
が
必
要
だ
っ
た
。
県
と
神
戸
大
学
に
よ
っ
て
白

羽
の
矢
を
立
て
ら
れ
た
の
が
、
循
環
器
内
科
の
専
門

医
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
、
当
時
神
鋼
加
古
川
病

院
の
副
院
長
を
務
め
て
い
た
大
西
さ
ん
で
あ
る
。
県

と
大
学
と
地
域
の
期
待
を
一
身
に
集
め
、
２
０
０
９

年
４
月
新
院
長
と
し
て
赴
任
し
た
。

◉
チ
ー
ム
主
治
医
制
で

　

内
科
診
療
体
制
を
再
建

　

毎
週
、
単
身
赴
任
先
の
柏
原
町
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と

神
戸
市
内
の
自
宅
を
往
復
す
る
こ
と
に
な
っ
た
大
西

院
長
は
、「
若
い
人
と
違
っ
て
、
大
学
か
ら
行
け
と
言

わ
れ
る
と
断
れ
な
い
世
代
な
ん
で
す
よ
」
と
苦
笑
し

な
が
ら
も
、
火
中
の
栗
を
拾
う
役
目
を
負
っ
た
こ
と

に
屈
託
は
な
い
。

　

大
西
院
長
が
赴
任
し
て
最
初
に
手
掛
け
た
の
は
、

病
院
内
各
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
だ
。

赴
任
時
に
は
病
床
数
は
１
４
６
床
ま
で
縮
小
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
で
も
入
院
患
者
数
は
病
床
数
の
３
分

の
１
に
も
満
た
な
い
状
態
で
、
外
来
は
紹
介
の
み
、

救
急
の
受
け
入
れ
は
な
し
、
ロ
ビ
ー
は
閑
散
と
し
て

人
気
が
な
く
、ス
タ
ッ
フ
は
み
な
全
く
元
気
が
な
か
っ

た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
問
題
点
を
洗
い
出
し
、

兵
庫
県
も
本
気
で
病
院
再
生
に
乗
り
出
し
て
い
る
こ

と
を
周
知
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、対
外
的
な
信
用
回
復
も
緊
急
の
課
題
で
あ
っ

た
。
現
状
の
設
備
と
ス
タ
ッ
フ
で
出
来
る
こ
と
と
出

来
な
い
こ
と
を
整
理
し
、
県
や
市
、
医
療
圏
内
外
の

病
院
や
地
元
医
師
会
、
そ
し
て
救
急
搬
送
を
担
う
消

防
に
、実
現
可
能
な
受
け
入
れ
体
制
を
説
明
し
て
回
っ

た
。

　

懸
案
の
内
科
の
診
療
体
制
も
、
す
ぐ
に
組
み
直
し

た
。
前
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
循
環
型
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
っ
て
整
形
外
科
な
ど
３
名
の
医
師

が
補
充
さ
れ
て
い
た
が
、
内
科
は
ゼ
ロ
。
２
０
０
９

年
４
月
よ
う
や
く
２
名
の
内
科
医
が
補
充
さ
れ
、
崩

壊
寸
前
だ
っ
た
内
科
診
療
も
息
を
吹
き
返
す
こ
と
が

で
き
た
。
内
科
診
療
の
な
い
総
合
病
院
は
考
え
ら
れ



な
い
。
実
は
２
０
０
４
年
に
14
名
い
た
内
科
医
が
一

時
期
３
名
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
内
科
の
閉
鎖
か

ら
病
院
そ
の
も
の
の
閉
鎖
へ
と
火
が
つ
い
て
も
お
か

し
く
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
内
科
医
２
名
の
増
員
に

よ
り
常
勤
医
師
６
名
の
体
制
が
で
き
た
の
で
、
チ
ー

ム
主
治
医
制
を
採
用
し
て
個
々
の
医
師
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
入
院
治
療
と
外
来
検
査
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
日
勤
帯
と
輪
番
日
で
の
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
体
制
を
整
え
た
。

　

柏
原
病
院
で
は
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
検
査
機
器

や
放
射
線
治
療
の
機
器
は
最
新
鋭
の
設
備
が
導
入
さ

れ
て
い
た
が
、
手
書
き
の
カ
ル
テ
や
検
査
オ
ー
ダ
ー

な
ど
運
営
面
の
シ
ス
テ
ム
は
旧
態
依
然
の
ま
ま
で

あ
っ
た
。
こ
れ
も
一
気
に
院
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
電
子
カ
ル
テ
の
管
理
シ
ス
テ
ム
に
入
れ
替
え
、
Ｄ

Ｐ
Ｃ
（
包
括
的
診
療
報
酬
制
度
）
の
導
入
、
外
来
検

査
の
シ
ス
テ
ム
化
や
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
整
備
な

ど
、
よ
り
効
率
的
な
病
院
経
営
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム

整
理
に
着
手
し
た
。

◉
若
い
医
師
を
引
き
付
け
る「
学
べ
る
病
院
」へ

　

病
院
が
持
続
可
能
な
医
療
を
地
域
に
提
供
す
る
た

め
に
は
、
研
修
医
を
含
め
た
若
い
医
師
の
参
画
が
欠

か
せ
な
い
。
こ
の
時
期
全
国
で
発
生
し
た
地
域
医
療

崩
壊
の
危
機
は
、
新
臨
床
研
修
制
度
の
開
始
に
よ
っ

て
研
修
医
が
自
ら
研
修
先
を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
に
端
を
発
し
て
い
た
。
研
修
医
が
大
学
病
院
や

地
方
の
公
立
病
院
を
避
け
て
、
市
中
の
総
合
病
院
を

研
修
先
に
選
ぶ
よ
う
に
な
り
、
医
師
の
確
保
を
大
学

の
医
局
人
事
に
依
存
し
て
い
た
公
立
病
院
は
、
退
職

者
の
補
充
も
ま
ま
な
ら
ず
一
気
に
医
師
不
足
に
陥
っ

た
の
だ
。

　

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
若
手
医

師
を
育
成
す
る
教
育
機
関
と
し
て
の
機
能
も
充
実
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
２
０
０
９
年
度
か
ら
は
、

兵
庫
県
と
神
戸
大
学
と
の
間
で
新
た
に
「
地
域
医
療

連
携
推
進
事
業
」
の
基
本
協
定
が
調
印
さ
れ
、
柏
原

病
院
の
診
療
と
教
育
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
、

研
修
医
や
若
手
医
師
の
指
導
が
で
き
る
３
名
の
特
命

教
授
（
内
科
２
名
、
外
科
１
名
）
が
、
週
１
回
、
柏

原
病
院
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
昨
年
来
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
２
０
１
０
年
４

月
か
ら
は
、
３
名
の
初
期
臨
床
研
修
医
が
３
年
ぶ
り

に
柏
原
病
院
で
研
修
を
始
め
て
い
る
。

◉
総
合
内
科
を
軸
に
医
療
の
質
の
向
上
へ

　

兵
庫
県
、
丹
波
市
、
神
戸
大
学
、
三
者
の
連
携
に

よ
る
資
金
面
と
人
員
面
で
の
支
援
に
よ
っ
て
病
院
閉

鎖
の
危
機
は
な
ん
と
か
去
っ
た
も
の
の
、
地
域
医
療

の
現
状
は
何
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
「
医
師
不
足
」
の
時
代
に
、
い
か
に
し
て
地
域
に
提

供
で
き
る
医
療
の
質
を
高
め
て
い
く
の
か
。
大
西
院

長
は
、「
そ
の
鍵
は
総
合
診
療
に
あ
る
」
と
み
て
い
る
。

総
合
診
療
医
あ
る
い
は
総
合
内
科
医
、
名
称
も
定
義

も
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
分
野
だ
が
、
求
め
ら
れ
て
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い
る
の
は
、
幅
広
い
臨
床
経
験
と
知
識
を
持
ち
、
特

定
の
「
病
気
」
を
診
る
の
で
は
な
く
、
病
気
を
抱
え

る
「
人
」
を
診
る
医
者
、
地
域
の
社
会
教
育
の
分
野

に
も
熱
心
に
取
り
組
む
医
者
で
あ
る
。

　
「
柏
原
病
院
は
元
々
、
消
化
器
・
循
環
器
分
野
に

強
い
病
院
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
専
門

分
野
に
こ
だ
わ
ら
ず
総
合
的
に
診
療
す
る
マ
イ
ン
ド

を
持
っ
た
内
科
の
医
師
が
５
名
も
加
わ
っ
て
く
れ
た

ら
、
す
ご
い
戦
力
に
な
り
ま
す
よ
」

　

そ
う
語
る
大
西
院
長
は
、
総
合
内
科
医
を
病
院
診

療
の
司
令
塔
と
位
置
付
け
る
。
大
西
院
長
自
身
も
、

循
環
器
の
専
門
医
と
し
て
経
験
を
重
ね
た
上
で
、
柏

原
病
院
へ
の
赴
任
後
は
総
合
的
な
診
療
に
日
々
当

た
っ
て
い
る
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
む
と
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど

複
数
の
診
療
科
に
ま
た
が
る
慢
性
疾
患
を
持
ち
、
さ

ら
に
別
の
病
気
を
発
症
す
る
患
者
も
少
な
く
な
い
。

患
者
に
診
療
科
を
あ
ち
こ
ち
渡
り
歩
か
せ
る
の
で
は

な
く
、
一
人
の
患
者
を
総
合
内
科
医
が
責
任
を
持
っ

て
診
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
病
院
と
し
て
も
少
な
い

医
師
数
で
多
く
の
患
者
を
診
る
こ
と
が
で
き
る
。
臓

器
別
の
専
門
医
も
、
急
性
期
の
患
者
や
重
篤
な
患
者

の
治
療
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

◉
地
域
住
民
と
と
も
に
地
域
医
療
の
再
生
を

　

柏
原
病
院
は
、
か
つ
て
小
児
科
が
存
亡
の
危
機
に

直
面
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
地
域
の
お
母
さ

ん
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
や
め
て

小
児
科
を
守
ろ
う
」と
い
う
運
動
を
始
め
た
。こ
の「
小

児
科
を
守
る
会
」
の
活
動
は
マ
ス
コ
ミ
で
紹
介
さ
れ
、

一
躍
、
全
国
の
注
目
を
集
め
た
。
柏
原
病
院
の
再
生

に
は
地
域
住
民
と
い
う
強
い
味
方
が
い
る
の
だ
。

　

大
西
院
長
は
、
月
一
回
開
催
さ
れ
る
地
元
自
治
会

の
総
会
に
毎
回
出
席
し
、
病
院
再
生
の
報
告
を
兼
ね

て
、
健
康
指
導
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
欠
か
さ
な
い
。

　

県
立
柏
原
病
院
は
、
今
、
地
域
住
民
と
と
も
に
新

し
い
地
域
中
核
病
院
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
。

面積

丹波市

篠山市

計

人口 高齢化率 病院数
（一般）

493km2

378km2

871km2

69,199 人

44,326 人

113,525 人

27.5％

27.7％

27.5％

3病院

4病院

7病院

人口、高齢化率：平成20年2月1日現在

丹波地域

篠山市

丹波市

県立柏原病院

●丹波保健医療圏域
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寄
附
講
座
を
拠
点
に
但
馬
の
公
立
９
病
院
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
、地
域
医
療
の
再
生
に
挑
む
！

●
●
●

２
０
０
６
年
１
月
、
兵
庫
県
の
寄
附
講
座
と
し
て
神
戸
大
学
に
「
へ
き
地
医
療
学
講
座
」
が
開
設
さ

れ
た
。
３
月
に
は
、
公
立
豊
岡
病
院
に
「
へ
き
地
医
療
研
究
所
」
が
設
置
さ
れ
、
こ
こ
を
拠
点
に

但
馬
の
地
域
医
療
再
生
を
目
指
す
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
５
年
。
講
座
は
多
く
の
成
果
を

◉「
学
べ
る
環
境
」が
医
師
を
呼
ぶ

　

兵
庫
県
が
寄
附
講
座
を
設
置
し
た
最
大
の
目
的
は
、

２
０
０
４
年
の
新
臨
床
研
修
制
度
の
導
入
を
契
機
に

深
刻
な
医
師
不
足
に
陥
っ
た
但
馬
地
域
で
、
住
民
へ

の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
医
療
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
れ
ば
い
い
の

か
、
そ
の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
講
座
が
掲
げ
た
大
き
な
目
標

が
２
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、「
医
師
が
少
な
い
中
で
も

レ
ベ
ル
を
下
げ
る
こ
と
な
く
医
療
を
提
供
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
研
究
・
実
践
す
る
こ
と
」。
そ
し
て
も
う
ひ

と
つ
が
、「
研
修
医
や
若
い
医
師
が
自
ら
望
ん
で
働
き

た
く
な
る
よ
う
な
『
学
べ
る
』
環
境
を
整
備
し
て
、

医
師
を
但
馬
に
呼
び
込
む
こ
と
」
だ
っ
た
。

　

石
田
さ
ん
と
見
坂
さ
ん
が
豊
岡
に
赴
任
し
、
ま
ず
手

掛
け
た
の
は
、
但
馬
地
域
の
医
療
を
担
う
公
立
９
病
院

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
だ
っ
た
。
但
馬
の
公
立
病
院

に
勤
務
し
た
経
験
を
持
つ
二
人
は
、
問
題
意
識
を
共
有

す
る
医
師
た
ち
に
働
き
か
け
て
、「
但
馬
総
合
診
療
研
究

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
研
究
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
地
域

医
療
を
担
っ
て
き
た
関
係
者
が
自
発
的
に
集
ま
り
、
互

い
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
外
部
の
専
門
家
を
呼
ん
で
議

論
を
重
ね
、
但
馬
の
医
療
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
た
。

そ
こ
で
見
え
て
き
た
の
が
「
学
べ
る
環
境
が
医
師
を
よ

ぶ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
だ
っ
た
。

　

幸
い
、
但
馬
で
は
公
立
豊
岡
病
院
（
５
０
０
床
）

と
公
立
八
鹿
病
院
（
４
２
０
床
）
と
い
う
二
つ
の
大

規
模
病
院
を
核
に
、
９
つ
の
公
立
病
院
が
そ
れ
ぞ
れ

役
割
を
分
担
し
な
が
ら
地
域
全
体
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
。
都
市
部
の
病
院
に
引
け
を
取
ら
な
い
高
次
の
医

療
か
ら
、
高
齢
者
の
在
宅
医
療
ま
で
、「
学
ぶ
」
素
材

に
は
事
欠
か
な
い
。
必
要
な
の
は
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
指
導
体
制
を
整
備
し
て
、
但
馬
が
「
学
べ
る
」

場
で
あ
る
こ
と
を
、
都
市
部
の
医
学
生
や
教
育
関
係

者
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。

◉「
総
合
診
療
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催

　

２
０
０
７
年
８
月
、
兵
庫
県
養
成
の
医
学
生
を
対

象
に
体
験
型
地
域
医
療
実
習
を
開
催
し
た
。
こ
の
経

験
を
も
と
に
、
翌
２
０
０
８
年
８
月
に
は
、
地
域
の

医
療
機
関
の
協
力
を
得
て
、「
第
一
回
総
合
診
療
夏
季

セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
対
象
は
医
学

生
に
限
ら
ず
、
看
護
、
介
護
、
薬
学
な
ど
医
療
系
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
学
生
に
門
戸
を
開
き
、「
総
合
診
療
」

と
「
チ
ー
ム
医
療
」
の
２
本
の
柱
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

医
学
教
育
の
最
先
端
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
す
る
場
と
し
た
。

　

夏
季
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
も
今
年
で
３
回
目
と
な
り
、

「
学
べ
る
場
と
し
て
の
但
馬
」
を
都
市
の
学
生
や
教
育

機
関
に
強
く
印
象
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
初
期
研
修
課
目
「
地
域
医
療
」
の
受

け
入
れ
実
績
も
着
実
に
伸
び
て
き
た
。
受
け
入
れ
初

年
度
と
な
っ
た
２
０
０
６
年
に
は
、
神
戸
大
学
か
ら

の
希
望
者
は
わ
ず
か
１
名
だ
っ
た
が
、
翌
年
か
ら
は

10
名
、
15
名
、
23
名
と
増
え
続
け
、
２
０
０
９
年
に

は
定
員
22
名
の
枠
が
一
杯
に
な
っ
た
。

　
「
学
べ
る
環
境
を
整
備
す
れ
ば
、
医
師
は
来
る
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
た
の
だ
。

◉「
北
兵
庫
病
院
群
総
合
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
展
開

　

夏
季
セ
ミ
ナ
ー
の
出
発
点
と
な
っ
た
「
但
馬
総
合

診
療
研
究
会
」
は
、
よ
り
広
域
の
協
力
・
連
携
を
図

る
た
め
「
北
兵
庫
総
合
診
療
研
究
会
」
と
名
を
変
え
、

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ
せ
た
。
但
馬
地
域

の
９
つ
の
公
立
病
院
を
北
兵
庫
病
院
群
と
し
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
、「
総
合
医
」
と
「
家
庭
医
」
を

育
成
す
る
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
た
の

で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
豊
岡
病
院
、
八
鹿
病
院
の
２
病
院

の
総
合
診
療
科
で
の
研
修
を
軸
に
し
て
、
専
攻
医
の

希
望
と
必
要
に
応
じ
て
、
但
馬
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー

で
の
Ｅ
Ｒ
や
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
医
療
活
動
を
展

開
し
て
い
る
地
域
医
療
機
関
で
の
６
か
月
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
を
組
み
合
わ
せ
、
各
学
会
の
専
門
医
の
ラ
イ
セ

ン
ス
を
取
得
す
る
ま
で
指
導
す
る
。
専
攻
医
自
身
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
、「
総
合
内
科
医
（
日
本

内
科
学
会
総
合
内
科
専
門
医
）」、「
総
合
医
の
マ
イ
ン

ド
を
持
っ
た
臓
器
別
専
門
医
（
日
本
内
科
学
会
認
定

内
科
医
＋
臓
器
別
専
門
医
）」、「
総
合
医
の
マ
イ
ン
ド

と
セ
ン
ス
を
も
っ
た
家
庭
医
（
日
本
内
科
学
会
認
定

医
＋
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
専
門
医
）」
を
養
成
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
研
修
期
間
中
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専

攻
医
に
専
属
の
指
導
医
が
つ
き
、
出
産
・
子
育
て
中

の
女
性
医
師
へ
の
支
援
と
配
慮
も
怠
ら
な
い
。

　

現
在
、
豊
岡
病
院
の
総
合
診
療
科
で
研
修
医
の
指

導
に
あ
た
っ
て
い
る
見
坂
さ
ん
は
、「
豊
岡
に
も
た
く

さ
ん
の
研
修
医
が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
総
合

診
療
へ
の
関
心
も
高
く
な
っ
た
」
と
若
い
医
師
を
観

察
し
て
い
る
。「
彼
ら
は
田
舎
や
へ
き
地
を
厭
わ
ず
、

そ
こ
で
何
が
学
べ
る
か
を
重
視
し
て
い
る
」
と
、
見

坂
さ
ん
が
感
じ
取
る
若
い
医
師
の
考
え
方
に
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
医
療
の
可
能
性
が
見
え
そ
う
で
あ
る
。

◉
但
馬
は
日
本
の
近
未
来
図

　

日
本
は
、
２
０
０
７
年
に
、
高
齢
化
率
（
65
歳
以

上
の
人
口
比
）
が
21
％
を
超
え
て
人
類
が
こ
れ
ま
で

体
験
し
た
こ
と
が
な
い「
超
高
齢
社
会
」に
突
入
し
た
。

　

兵
庫
県
に
目
を
移
す
と
、
２
０
０
８
年
の
県
平
均

高
齢
化
率
は
21
・
２
％
、
神
戸
市
が
21
・
４
％
と
、

ほ
ぼ
全
国
平
均
レ
ベ
ル
な
の
に
対
し
て
、
但
馬
地
域

は
29
・
２
％
と
ず
ば
抜
け
て
高
い
。「
10
人
の
村
」
に

例
え
て
言
え
ば
、「
15
歳
～
64
歳
が
６
人
、
65
歳
以

上
が
３
人
い
て
、
中
学
生
以
下
の
子
供
が
１
人
だ
け
」

と
い
う
典
型
的
な
少
子
高
齢
化
社
会
だ
。

　

そ
し
て
、
10
年
後
の
２
０
２
０
年
に
は
日
本
全
体

の
高
齢
化
率
が
29
％
台
に
突
入
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
中
で
も
団
塊
の
世
代
が
多
く
居
住
す
る
都
市

達
成
す
る
と
と
も
に
、「
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
医
学
分
野
」
と
名
を
変
え
、
第
２
フ
ェ
ー
ズ
に
突
入

し
た
。
こ
の
間
、現
場
で
の
活
動
を
担
っ
て
き
た
石
田
岳
史
元
特
命
准
教
授
と
見
坂
恒
明
特
命
助
教
、

そ
し
て
４
月
か
ら
石
田
さ
ん
に
代
わ
っ
て
講
座
を
担
当
し
て
い
る
橋
本
正
良
特
命
教
授
に
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
聞
い
た
。
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●プライマリ・ケア医学分野特命教授

橋本正良（はしもと・まさよし）

1961 年、群馬県生まれ。医学博士（東京大
学）。1987年、防衛医科大学校卒業。1990年、
米ピッツバーグ大学レジデント研修。米国家庭
医療学会特別会員。東京大学医学部老年病学
教室客員研究員を経て、2000 年、神戸大学
医学部総合診療部助教授。2009 年、神戸大
学大学院医学研究科兵庫県寄附講座特命教授。
2010 年、同「地域社会医学・健康科学講座」
プライマリ・ケア医学分野特命教授。日本内科
学会認定内科専門医・指導医、日本プライアリ・
ケア学会認定医・指導医、日本老年医学会専門
医・指導医・代議員。

周
縁
部
で
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
が
急
激
に
増

加
し
、
地
域
の
医
療
シ
ス
テ
ム
が
機
能
不
全
と
な
っ

て
崩
壊
す
る
。
そ
う
い
う
最
悪
の
事
態
ま
で
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
で
、「
但
馬
で
の
地
域
医
療
再
生
・
総

合
医
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
迫
り
来
る
医
療
危
機

の
大
波
に
対
処
す
る
た
め
の
理
論
構
築
の
実
践
で
も

あ
っ
た
」
と
石
田
さ
ん
は
そ
の
意
義
を
改
め
て
振
り

返
る
。

◉「
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
医
学
分
野
」

　

が
め
ざ
す
も
の

　

但
馬
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
「
へ
き
地
医
療
学
」

の
寄
附
講
座
は
５
年
間
延
長
さ
れ
、
第
２
フ
ェ
ー
ズ

に
入
っ
た
。
講
座
名
も
「
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
医
学
」

に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
広
範
な
地
域
社
会
が
求

め
る
研
究
課
題
に
取
り
組
む
下
地
が
で
き
た
。

　

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
と
は
「
患
者
が
最
初
に
接
す

る
医
療
」
を
意
味
し
、
国
際
的
な
医
療
の
概
念
と
し

て「
身
近
に
容
易
に
得
ら
れ
、適
切
に
診
断
処
置
さ
れ
、

ま
た
以
後
の
療
養
の
方
向
に
つ
い
て
正
確
な
指
導
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
概
念
」（
プ
ラ
イ
マ
リ・

ケ
ア
連
合
学
会
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　

医
学
部
附
属
病
院
で
総
合
内
科
の
診
療
も
受
け
持

つ
橋
本
さ
ん
は
、「
総
合
診
療
を
軸
に
し
た
診
療
科
の

整
備
は
、
但
馬
の
よ
う
な
地
方
だ
け
で
な
く
、
都
市

●但馬保健医療圏域と「医師が学べる北兵庫をめざす北兵庫病院群ツアー」
　（2009.1）

部
の
病
院
で
も
早
急
に
実
現
す
べ
き
課
題
だ
」
と
言

う
。
そ
し
て
「
日
本
は
こ
の
分
野
で
は
か
な
り
遅
れ

て
い
る
」
と
強
調
す
る
。

　
「
細
分
化
さ
れ
た
診
療
科
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
患
者

は
自
分
が
何
の
病
気
な
の
か
、
自
分
自
身
で
見
当
を

つ
け
て
診
療
科
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
診
療
科
を
い
く
つ
も
渡
り
歩
く
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
」

　

こ
れ
は
変
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
制

度
と
し
て
放
置
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
深
刻
な
医
師

不
足
に
陥
っ
て
初
め
て
改
善
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

但
馬
で
の
取
り
組
み
の
成
果
を
受
け
て
、
兵
庫
県

は
、
養
成
医
の
大
幅
増
員
を
計
画
し
て
い
る
。
兵
庫

県
が
橋
本
研
究
室
に
期
待
す
る
役
割
は
、
彼
ら
養
成

医
が
将
来
、
各
地
の
公
立
病
院
で
地
域
医
療
を
支
え
、

か
つ
、
次
の
世
代
を
教
育
す
る
指
導
医
と
し
て
育
つ

よ
う
、
在
学
中
か
ら
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
作
り
出
す
こ

と
だ
。

　

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
医
学
を
兵
庫
県
下
の
公
立
病

院
に
根
付
か
せ
、「
人
を
診
る
」
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

専
門
医
を
育
て
、
学
び
続
け
ら
れ
る
場
を
作
る
こ
と
。

そ
れ
が
寄
附
講
座
「
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
医
学
分
野
」

の
役
割
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。

●プライマリ・ケア医学分野特命助教

見坂恒明（けんざか・つねあき）

1975 年、 兵 庫 県 生 ま れ。2000 年、 自 治
医科大学医学部卒業。兵庫県立淡路病院での
研修を経て、2003 年から公立和田山病院、
2005 年から公立村岡病院内科医員。2006
年、神戸大学大学院医学研究科へき地医療学（現
プライマリ・ケア医学）特命助教。2007 年
4 月より 公立豊岡病院総合診療科診療責任者
を兼務。日本内科学会認定内科医、日本プライ
アリ・ケア学会認定医・指導医、日本循環器学
会専門医、日本化学療法学会抗菌化学療法認定
医、日本医師会認定産業医。

●自治医科大学教授
　（元へき地医療学分野特命准教授）

石田岳史（いしだ・たけし）

1968 年、兵庫県生まれ。1993 年、自治医科
大学医学部卒業。兵庫県立淡路病院での研修を経
て、公立浜坂病院内科医員。自治医科大学附属大
宮医療センターシニアレジデント、公立浜坂病院
内科医長、公立村岡病院内科医長、自治医科大学
総合医学第一講座兼循環器科助手を歴任。2006
年、神戸大学大学院医学研究科へき地医療学特命
助教授（翌年特命准教授）。2010 年、自治医科
大学総合医学第一講座学内教授、兼さいたま市民
医療センター内科診療部長、兼神戸大学非常勤講
師。日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本
循環器学会専門医、心臓リハビリテーション認定
指導士、日本医師会認定産業医。
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堀
田
和
希

法
学
部
２
回
生

留
学
生
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ト
ラ
ス
」

言
葉
も
生
活
習
慣
も
違
う
世
界
に
や
っ
て
く
る
留
学
生
を
支
援
し
よ
う
と
、
神
戸
大
学
で
は
16
年
前

に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ト
ラ
ス（T

russ

）」が
設
立
さ
れ
た
。
ト
ラ
ス
と
は
、
三
角
形
で
構
成
さ

れ
る
堅
固
な
構
造
体
。
ト
ラ
ス
を
媒
介
と
し
て
、
異
文
化
の
間
に
橋
を
架
け
よ
う
と
い
う
願
い
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
。

◉「
受
け
入
れ
」

　
「
ト
ラ
ス
に
は
３
大
支
援
活
動
が
あ
る
」
と
、
２
０
０
９

年
10
月
か
ら
ト
ラ
ス
の
代
表
を
務
め
て
い
る
堺
遥
さ
ん
は

言
う
。「
第
一
に
、受
け
入
れ
。
第
二
に
、キ
ッ
チ
ン
計
画
。

そ
し
て
第
三
に
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
あ
る
。

　
「
受
け
入
れ
」
と
は
、
４
月
と
10
月
の
年
２
回
、
留
学

生
の
入
学
に
際
し
て
必
要
と
な
る
行
政
手
続
や
生
活
の
支

援
を
行
う
こ
と
。
例
え
ば
、
外
国
人
登
録
申
請
書
の
記
入

の
手
伝
い
。
た
か
が
書
類
の
作
成
と
思
う
な
か
れ
。

　
「
住
所
な
ど
日
本
語
で
表
記
す
る
部
分
を
自
分
で
書
く

の
は
簡
単
で
は
な
い
」
と
、
堀
田
さ
ん
が
説
明
す
る
。
大

学
の
寮
の
住
所
な
ど
あ
ら
か
じ
め
わ
か
っ
て
い
る
項
目
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
事
前
に
記
入
し
て
お
く
の
で
あ
る
。

ま
た
、
名
前
の
表
記
も
大
い
に
気
を
使
う
と
こ
ろ
だ
。
国

に
よ
っ
て
異
な
る
表
現
の
名
前
を
、
申
請
書
の
書
式
に
合

わ
せ
る
お
手
伝
い
を
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
、
銀
行
口
座
の
開
設
、

定
期
券
や
携
帯
電
話
の
購
入
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
申
請
、
抗

体
検
査
書
類
の
記
入
な
ど
、
日
本
語
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト

は
無
数
に
あ
る
。

◉「
キ
ッ
チ
ン
計
画
」

　

留
学
生
が
神
戸
で
生
活
を
始
め
た
と
き
、
ま
ず
直
面
す

る
の
が
生
活
必
需
品
を
そ
ろ
え
る
こ
と
。
衣
食
住
に
ま
つ

わ
る
生
活
用
品
を
一
か
ら
そ
ろ
え
る
の
は
な
か
な
か
大
変

だ
。

　

そ
の
一
部
で
も
格
安
で
提
供
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
始

ま
っ
た
の
が
「
キ
ッ
チ
ン
計
画
」
と
い
う
名
の
バ
ザ
ー
で

あ
る
。

　
「
食
器
や
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
ア
イ
ロ
ン
な
ど
、
手
に
持
っ

て
帰
れ
る
も
の
な
ら
何
で
も
集
め
る
」と
、堺
さ
ん
。「
キ
ッ

チ
ン
計
画
」
と
い
う
名
称
は
、
ま
ず
は
台
所
か
ら
生
活
を

支
援
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
設
立
間
も
な
い
こ
ろ
の
先

輩
が
名
付
け
た
。
年
２
回
の
入
学
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、

４
月
と
10
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

◉｢

ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
ー｣

　
「
ウ
ェ
ル
カ
ム・パ
ー
テ
ィ
ー
」
は
、ト
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー

全
員
で
取
り
組
む
留
学
生
歓
迎
の
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
。
留
学

生
の
入
学
の
時
期
に
合
わ
せ
て
４
月
と
10
月
の
２
回
開
催

さ
れ
て
い
る
。
い
つ
も
総
勢
２
０
０
名
近
い
参
加
が
あ
り
、

活
況
を
呈
し
て
い
る
。

　

特
に
４
月
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
新
入
生

に
ト
ラ
ス
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
新
歓
イ
ベ
ン
ト
の
意

味
も
持
っ
て
い
る
。

　

新
入
生
が
ト
ラ
ス
に
興
味
を
持
つ
動
機
は
、
多
く
の
場

合
「
留
学
生
と
友
達
に
な
り
た
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
る
と
、
堺
さ
ん
は
言
う
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
に
、

異
文
化
交
流
の
奥
深
さ
に
気
付
く
こ
と
に
な
る
。「
言
語

や
文
化
を
異
に
す
る
外
国
人
と
交
流
す
る
こ
と
は
、
楽
し

い
反
面
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
こ
と
」
だ
か
ら

で
あ
る
。

　

留
学
生
支
援
の
意
義
は
、ま
さ
に
、こ
の
点
に
あ
る
。「
こ

こ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
け
る
」
と
、
堺
さ
ん
は

自
分
の
経
験
を
振
り
返
る
。

◉｢

留
学
生
支
援
」の
さ
ら
に
奥
へ

　

以
上
の
３
大
支
援
活
動
だ
け
で
も
、
都
合
年
間
６
回
。

十
分
に
忙
し
い
サ
ー
ク
ル
だ
。
し
か
し
、
ト
ラ
ス
の
活
動

は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
「
同
じ
釜
の
飯
を
食
う
」
と
い
う
意
味
の
イ
ベ
ン
ト
「
お

な
か
ま
」。
こ
れ
は
、
留
学
生
の
出
身
地
の
料
理
と
日
本

の
料
理
を
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て
交
流
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

母
語
や
得
意
な
言
語
を
教
え
あ
う
「L

anguage 

E
xchange

」。
お
花
見
や
紅
葉
狩
り
な
ど
、
季
節
に
応

じ
た
イ
ベ
ン
ト
。
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
一
般
公
開
日
や

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
に
無
料
で
手
作
り
の
茶
菓
を
振
舞

う
「C

afé de T
russ

」
な
ど
、総
勢
70
名
の
メ
ン
バ
ー

が
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

堀
田
さ
ん
は
、
毎
週
水
曜
日
に
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を

行
っ
て
い
る
。
留
学
生
・
研
究
者
の
家
族
向
け
に
「
家

族
の
た
め
の
日
本
語
講
座
」（『K

O
K

O
R

O
-N

E
T

 in 

K
O

B
E

』
主
催
）
が
開
か
れ
て
い
る
間
、
そ
の
子
供
た
ち

の
面
倒
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
「
も
と
も
と
子
供
は
好
き
だ
し
、
と
て
も
楽
し
ん
で
や
っ

て
い
る
」
と
、
堀
田
さ
ん
は
言
う
。
ト
ラ
ス
に
は
「
言
語

に
頼
ら
な
く
て
も
外
国
人
と
交
流
で
き
る
は
ず
」
と
い
う

信
念
か
ら
参
加
し
た
。
最
初
は
難
し
か
っ
た
が
「
彼
ら
の

悩
み
を
と
こ
と
ん
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
彼
ら
が
何
を
考

え
て
い
る
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

そ
の
経
験
は
、
言
葉
を
も
た
な
い
子
供
た
ち
と
の
交
流
に

生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

代
表
の
堺
さ
ん
は
、
ま
も
な
く
交
換
留
学
生
と
し
て

フ
ラ
ン
ス
に
旅
立
つ
。「
ト
ラ
ス
で
の
経
験
の
お
か
げ
で
、

異
文
化
の
世
界
に
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
に
た
め
ら
い
が
な

く
な
っ
た
」
と
、
留
学
へ
の
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

「
留
学
生
支
援
」
の
奥
は
果
て
し
な
く
深
い
。

堺　

遥

ト
ラ
ス
代
表
・
国
際
文
化
学
部
３
回
生

●ベビーシッター活動の様子



発
刊
の
こ
と
ば

　

神
戸
大
学
は
、
明
治
35
年
（
１
９
０
２
年
）
の
創

立
以
来
、
開
放
的
で
国
際
性
に
富
む
固
有
の
文
化
の

下
、「
真
摯
・
自
由
・
協
同
」
の
精
神
を
理
念
と
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
人
間
性
豊
か
な
指
導
的
人
材
の
育

成
と
、
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
「
知
」
の
創
造
拠
点

＝
世
界
的
教
育
・
研
究
機
関
＝
た
る
こ
と
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
。

●

　

今
、
20
世
紀
都
市
文
明
か
ら
の
転
換
が
激
し
く

迫
ら
れ
る
中
で
、
大
学
に
は
そ
の
創
造
力
を
発
揮
し

て
新
し
い
21
世
紀
文
明
構
築
の
さ
き
が
け
と
な
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
神
戸
大
学
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
１
５
」
は
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、「
世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
教
育
・
研
究
」、「
卓
越
し
た
社
会
貢
献
・

大
学
経
営
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●

　
「
神
戸
大
学
基
金
」
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
加

速
す
る
た
め
の
タ
ー
ボ
装
置
で
す
。
タ
ー
ボ
の
力
を

よ
り
強
力
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
神
戸
大
学
が

社
会
に
よ
り
深
く
根
を
張
り
、
そ
こ
か
ら
の
支
持

と
支
援
を
拡
大
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●

　

本
誌
『
神
戸
大
学
と
わ
た
し―

―
A

cross the 
B

oundaries

』
は
、
神
戸
大
学
と
社
会
の
接
点
に

取
材
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
先
取
り
す
る
取
り
組
み
を
可

視
化
す
る
こ
と
で
、
社
会
貢
献
の
促
進
と
ビ
ジ
ョ
ン

の
早
期
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
２
０
１
０
年
１
月
１
日

※
表
紙
題
字
下
の
「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」
は
、
生
物
学

で
い
う
「
変
態
・
変
身
」
の
意
。
本
誌
は
神
戸
大
学
が
21

世
紀
に
飛
躍
す
る
様
を
追
い
か
け
ま
す
。

神戸大学
わ
た
し
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「
神
戸
大
学
基
金
」、

基
盤
事
業
の
展
開
開
始
！

・
在
学
生
の
国
際
化
対
応
・
神
戸
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
の

整
備
・
神
戸
大
学
基
金
奨
学
金
創
設
・
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン

ド
敷
設
募
金
開
始

　
「
神
戸
大
学
基
金
」
の
た
だ
今
の
募
金
状
況
は
グ
ラ
フ

の
と
お
り
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
後
期
か
ら
、
以
下
の
よ
う
に
基
盤
事
業

の
一
部
を
展
開
開
始
し
ま
す
。

　

①
在
学
生
の
語
学
力
向
上
等
の
た
め
に
、
英
語
論
文
校

正
・
学
会
発
表
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム（K

A
LC

S
:

ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
）
を

開
始
し
ま
す
。

　

②
来
年
度
４
月
か
ら
、
首
都
圏
に
お
け
る
卒
業
生
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
た
め
に
、
現
在
の
場

所
（
帝
劇
ビ
ル
地
下
２
階
、
神
戸
大
学
東
京
六
甲
ク
ラ
ブ

内
）
か
ら
１
階
上
の
地
下
１
階
へ
拠
点
事
務
所
を
移
し
、

首
都
圏
で
の
活
動
環
境
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

③
経
済
的
支
援
を
必
要
と
す
る
成
績
・
人
物
と
も
に
優

秀
な
新
１
年
次
生
に
対
し
、
ま
た
、
本
人
若
し
く
は
学
資

負
担
者
が
勤
務
す
る
会
社
の
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
り
、
や

む
を
得
ず
失
職
・
退
職
し
た
場
合
や
災
害
等
の
不
慮
の
出

来
事
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修
学
・
生
活
支
援
対
策
奨
学

金
を
給
付
し
ま
す
。

　

④
在
学
生
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
向
上
に
向
け
た
、
全
学
共

通
グ
ラ
ウ
ン
ド
人
工
芝
化
の
募
金
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

一
定
額
以
上
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
の
お
名
前
を
冠

し
ま
す
。

「
神
戸
大
学
基
金
」
は
こ
の
他
に
も
、
明
確
な
目
標
を
持
っ

た
優
秀
な
学
生
の
海
外
留
学
・
研
修
へ
の
派
遣
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
現
在
策
定
中
で
す
。

　

次
代
を
担
う
後
輩
の
た
め
に
、
本
学
卒
業
生
を
は
じ
め
、

保
護
者
の
皆
様
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
・
法
人
の

皆
様
か
ら
の
浄
財
を
是
非
と
も
「
神
戸
大
学
基
金
」
に
お

寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

■
ご
寄
附
い
た
だ
く
方
法

【
個
人
の
み
な
さ
ま
】

　

平
成
22
年
分
か
ら
、
所
得
税
法
上
の
特
別
優
遇
措
置
と

し
て
、
適
用
下
限
額
が
現
行
の
５
千
円
か
ら
２
千
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層
ご
寄
附
を
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
環

境
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
名
前
・
住
所
・
電
話
番
号
を
下
記
の
基
金
推
進
室
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
払
込
取
扱
票
一
式
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
か
ら
お
振
込
み
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
左
記
の
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 【
法
人
の
み
な
さ
ま
】

　

所
定
の
寄
附
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
左

記
基
金
推
進
室
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
振
込

依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
寄
附
申
込
書
は
、
基
金
推
進

室
に
法
人
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
け

ば
送
付
し
ま
す
。
あ
る
い
は
左
記
の
サ
イ
ト
か
ら
書
式
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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■図で見る神戸大学基金募金状況
　　　　　　　　　　　　　（２０10 年（H22）6.30 現在）
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E
-M

ail: 
kikin@

offi
ce.kobe-u.ac.jp

お　

知　

ら　

せ

寄
附
者
の
み
な
さ
ん
！

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

神
戸
大
学
基
金
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。
あ
な
た
の
寄
附
行
為
の
動
機
や
、
神
戸
大

学
へ
の
期
待
な
ど
、
神
戸
大
学
基
金
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
一

言
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
最
大
31
文
字
程
度
）
を
左
記
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙
面
の
許
す
限
り
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
：

●

神
戸
大
学
に
学
べ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
を
「
基
金
」

へ
、
後
輩
へ
。
そ
れ
が
恩
返
し
。（
Ｓ
23
卒
）

●

喜
怒
哀
楽
、ど
ん
な
心
境
の
時
も
優
し
く
迎
え
て
く
れ
る
、

神
戸
大
学
は
私
の
心
の
故
郷
。（
Ｓ
32
卒
）

●

学
歴
欄
に
神
戸
大
学
卒
と
書
か
せ
て
戴
く
お
礼
で
す
。
今

後
も
寄
附
を
時
々
続
け
ま
す
。（
Ｓ
39
卒
）

●

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
『
メ
ス
キ
ル
ヒ
７
０
０
年
』
を
授
業
で

読
ん
で
い
た
時
に
、
先
生
が
教
会
の
鐘
の
話
し
を
さ
れ
た
丁

度
そ
の
時
、
大
学
の
下
の
方
の
教
会
の
鐘
が
鳴
っ
た
の
で
、

学
生
が
皆
、
ど
っ
と
笑
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。「
基
金
」

は
思
い
出
深
い
母
校
の
た
め
に
。（
Ｓ
62
卒
）

●

人
の
役
に
立
ち
、
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
に
育
て
て
ほ
し

い
。（
学
生
保
護
者
）

●

神
戸
大
学
が
好
き
。
で
も
も
っ
と
…
耳
を
傾
け
て
！
と
い

う
思
い
を
こ
め
て
。（
学
内
教
職
員
）

●

基
金
奨
学
金
の
創
設
を
き
っ
か
け
に
神
大
生
が
世
界
へ
羽

ば
た
き
ま
す
よ
う
に
！
（
学
内
教
職
員
）
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『
神
戸
大
学
と
わ
た
し
』一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
集

7

寄附金総額：
寄附総件数：

2,115,174,708円
8,264件

1,538,277,000円
32,923,262円
543,974,446円

279件
41件

7,944件

（内訳）法人：
　　　　団体：
　　　　個人：

■法人：
■団体：
■個人：
　（個人内訳）
　■学内教職員
　■卒業生：
　■学生保護者：
　■その他（名誉教授／
　　　　　　卒業生保護者等）：

1,538,277,000円
32,923,262円
543,974,446円

113,778,600円
356,306,660円
28,467,000円

45,422,186円

■法人：
■団体：
■個人：
　（個人内訳）
　■学内教職員
　■卒業生：
　■学生保護者：
　■その他（名誉教授／
　　　　　　卒業生保護者等）：

279件
41件

7,944件

1,730件
4,957件
1,135件

122件

寄附金総額
2,115,174,708円

寄附総件数
8,264件

法人
72.7％

団体
1.6％

卒業生
16.8％

学内
教職員
5.4％

個人
25.7％

学生保護者
1.4％

その他　2.1％

卒業生　60.0％

学内教職員
20.9％

個人　96.1％

学生保護者
13.7％

その他　1.5％
法人　3.4％ 団体

0.5％



予
告

思い出の詰まった母校へ！第５回
神戸大学ホームカミングデイ

2010年10月30日（土）
記念式典：出光佐三記念六甲台講堂

【予定しているイベント】
記念式典、第 7回留学生ホームカミングデイ、学部企画、中山正實画伯絵画展示、ホームカミング市、学生イベントなど

卒業生のみなさま・名誉教授の先生方に、現役学生・教職員との交流を深めていただく機会として、

今年も「ホームカミングデイ」を開催します。

ゼミ・クラブ・サークル同窓会の同時開催もお待ちしています。みなさまお誘い合わせの上、お越しください。

●出光佐三記念六甲台講堂


